
仙台高等専門学校 開講年度 平成28年度 (2016年度) 授業科目 電気工学演習Ⅱ
科目基礎情報
科目番号 0081 科目区分 専門 / 必修
授業形態 演習 単位の種別と単位数 履修単位: 1
開設学科 電気システム工学科 対象学年 4
開設期 前期 週時間数 2

教科書/教材 書名：続 電気回路の基礎(第3版)　著者：西巻、下川、奥村 　発行所：森北出版、書名：電磁気学演習　著者：山村・
北川（サイエンス社）

担当教員 若生 一広,山田 洋,佐々木 典彦
到達目標
電磁気、電気回路、電子回路、電気機器の幾分高度な問題にも適切な計算式を立て、それを解くことができるようになること。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安
評価項目1
評価項目2
評価項目3
学科の到達目標項目との関係
教育方法等
概要 第二種電気工事士、第三種電気主任技術者資格試験対応問題を解くこと、及び電磁気、電気回路、電子回路、電気機器

の幾分難しい問題を解くことにより、資格試験、就職、進学などに備える。
授業の進め方・方法
注意点 資格試験対応問題に慣れること、及び電気工学に関する様々な分野の問題を解けるようになることが望ましい。
授業計画

週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 電気工事士問題演習I 電気基礎理論が理解できる。
2週 電気工事士問題演習II 配電理論が理解できる。
3週 電気工事士問題演習III 電気工事材料を説明できる。
4週 電気工事士問題演習IV 配線図を理解できる。
5週 電気主任技術者問題演習I 電気理論の計算ができる。
6週 電気主任技術者問題演習II トランジスタ、ダイオード回路が理解できる。
7週 電気主任技術者問題演習III 電気機器の計算ができる。

8週 これまでのまとめ、その確認（試験）と振り返り 試験の結果を振り返り、これまでの学習内容の定着を
目指す

2ndQ

9週 電気回路演習(1) 2端子対回路について、Z,Yマトリクスの意味を理解し
求めることができる。

10週 電気回路演習(2) 2端子対回路について、Fマトリクスの意味を理解し求
めることができる。

11週 電気回路演習(3) 2端子対回路の接続について、意味を理解し求めること
ができる。

12週 電気回路演習(4)
2端子対回路における、入力／出力インピーダンス、電
圧増幅度、電流増幅度について意味を理解し求めるこ
とができる。

13週 電気回路演習(5) 2端子対回路について、等価回路、Ｙ－Δ変換、変圧器
の意味を理解し求めることができる。

14週 電気回路演習(6) 2端子対回路について、各マトリクス要素の物理的意味
と変換関係を理解し求めることができる。

15週 電気回路演習(7) 2端子対回路について総合的な演習を行う。

16週 これまでのまとめ、その確認（試験）と振り返り 試験の結果を振り返り、これまでの学習内容の定着を
目指す

モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標
分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週

専門的能力
分野別の工
学実験・実
習能力

電気・電子
系分野【実
験・実習能
力】

電気・電子
系【実験実
習】

電圧・電流・電力などの電気諸量の測定が実践できる。 3
抵抗・インピーダンスの測定が実践できる。 3
電気・電子系の実験を安全に行うための基本知識を習得する。 3
直流回路論における諸定理について実験を通して理解する。 3
交流回路論における諸現象について実験を通して理解する。 3

評価割合
試験 発表 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計

総合評価割合 100 0 0 0 0 0 100
基礎的能力 0 0 0 0 0 0 0
専門的能力 100 0 0 0 0 0 100
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0


